














る。まず、諸 調査の結果、原則として写本は「尾花が本」 、版本 「おもひ草」と称すると うことが判明 。次に、版本よりも写 の方が原本の面影を伝えており、皇學館大学附属図書館五葉蔭文庫蔵『尾花が本』を底本とするのが適切であ という結論を得た。第三 、注釈作業の結果、宣長が純正和文による文章表現の技術を二十代の早い時期にほぼ完璧に獲得し、その能力 自在に発揮 てさまざまな種類の文章を綴っていたことが判明した。風景描写や心情描写などの際には 古今和歌集や源氏物語といっ 古典文学 品が典拠とされ 流麗な王朝物語 学の擬古文体 描かれ
─ 30 ─
本居宣長『おもひ草』の研究（田中）















風格があると言ってよい。 『おもひ草』では、喫煙にまつわるさまざまなエピソードを紹介しているが、それらは書物からの知識や単なるまた聞きとして片付けるには生々しいリアリティがある。たとえば、外出先でタバコ入れを置き忘れて、それを童 届けてくれたと う話（十）を記しているが、そのようなことは経験談としてしか語り得ないことであろう。奇妙なことに、 『おもひ草』成立から三年の後、宝暦六年三月二十九日の「在京日記」に次のような記述がある
（注２）
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ふきつゝ」見渡したというので る。現代の感覚で過去を裁断する過誤を犯してはならない あまりにも牧歌的な風景というほかはない。それほどま にタバコは宣長にとって日常生活の一部だったのであり、肌身離さず連れ歩く相棒だったのであろう。　
もちろん、宣長は生粋の学者なので、タバコを学問的に追究することに余念がない。とりわけ、自分の嗜好する物につ
いては、旺盛な好奇心と探究心が遺憾なく発揮された 京都遊学中（宝暦六年冬）に書き始められたとさ 『本居宣長随筆』第五巻には、 「烟艸
　
タバコ」と題して、次のような抜き書きが書き留められている。
○本艸洞詮曰、烟草一名相思草、言人食之則時々思想不能離也ト云ヘリ。四五十年先ニ朝鮮人ノ撰スル芝峯類記ト云モノニ曰、淡婆姑 草名、亦号南霊草、近歳始出倭国云々、或伝、南蛮国有女人淡婆姑者、患痰疾 積年服此中、得瘳、故名ト。此書朝鮮ニテ何人ノ作ト云事ヲシラズ。又清人陳淏子ガ花鏡一套東来シ、金絲烟、擔不帰等 名サマ
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〴〵アリ。擔不帰モタバコノ唐音トミヘタリ。李白ガ詩ニ、相思如烟草、歴乱無冬春トイヘリ。相思草ト名ルハコレヨリ出ルニヤ 又偶符合スルカ。李ガ詩ハ本ヨ 烟ト草トノ事也。 【摘文】
　
タバコの名義に関する蘊蓄を漢籍から引用することにより得ているわけである。言及される漢籍は四点、 「本草洞詮」 ・










ることがわかる。宣長がこの知識を得た が写本によるも か、それとも版本によるものかで時期が相違する。 『本居宣長随筆』第五巻「群書摘抄」において、 『秉燭譚』の直前の書物が『武経七書』であり、この書は宝暦六年十 月頃に摘記されたことがわかってい
（注４）
。 『武経七書』を摘記した直後に写本『秉燭譚』を入手して記したとするのが順当であ

















合」とあり、墨付十三丁、片面十二行 本である。巻首には「此本ハ男左衛次カ筆跡ニテ 今ニテハコトニ珍重ノモノ也。御一覧或ハ御写しニても相済候ハハ、ほとなく御かへし可被下候、大平」と り、末尾に「文化七年庚午年五月
　
清





定、 『尾花が本』 （題名 外題による、内題なし）が所蔵されていることが明らかになった。墨付十三丁、片面十二行の写本である。巻末には本居宣長記念館蔵本と同じく、宣長の年齢と改名の件が付箋に朱書されている したがって 本居宣長記念館蔵本の祖本 当たる可能性が高いこ 推察される。しかも、五葉蔭文庫本 は「乙未仲春
　
長谷川常雄」なる
書写奥書が存在するのである。語釈にも記すように、同年（安永四 ）は常雄が十九歳の年である。すでに十六歳の年には『菅笠日 』の旅に同行し、後に宣長から「格別出精厚志」 寛政五 期待され なるわけであ から、早い時期に宣長の習作を借り出し、写本を造っていたとしても不思議 はない。これがいかな 経緯からか堀内家に渡り、再写されて本居家（清造）のもとに戻ってきた経緯を勘案すれば 奇縁というべき し な 。　
奇縁といえば、もう一つ本書の写本が本居宣長記念館に現蔵されていることに言及しておく必要がある。やはり「尾花





ば、常雄 宣長の著作に関して一文字も忽せにする いとする書写態度等からも矛盾しないと考えることができる。とすれば、必然的に岩田隆氏旧蔵 は宣長自筆本の可能性が高 いうこ になる。実際、本居宣長記念館では自筆本とし取り扱われている由である。なお、自筆本の認定に関しては 筆跡鑑定やさら 書誌調査、本文調査ならびに伝来等に関する総合的研究を経た上で結論づけられるべきものと考える。なお、大久保正氏 よれば、 「 書の自筆稿 は「おもひぐさ」と題し、本居家に伝えられたという記録はあるが、現在その所在が明らかでない」 （ 『本居宣長全集』第十八巻「解題」 ）由である。　
本稿では書写年次が明らかで、かつもっとも古い五葉蔭文庫本を底本とすることとした。なお、前掲のほか、写本とし













































































































































































































































































































































































体をはじめとする古代文体に関心があったとは思えないので、少し違和感があるけれども、この文体を採用したところに序者の思いを知ることができる。 『古事記伝』をはじめとする上代文学研究者としての宣長へのオマージュであろう。そうであるとすれば、序文中の「此ノ草植ヱ添ヘシ従モ歳ハ二十余年ヲ経ニタレバ」 いう言説も別 解釈の可能性が浮上する。 「此ノ草植ヱ添ヘシ」は、本書が執筆された宝暦三年を指すと考えることもできるが、そこから「二十余年」経過しても、まだ安永年間であり、古代文学研究者としての本領はあまり知られていない。とすれば、そ 始発を『古事記伝』初帙五冊が刊行された寛政二年（一七九〇）あたりを上限とするのが妥当では だろうか。または、版本 臨写本の書写奥書の上限 文政六 （一八 三）であることを斟酌すれば、宣長 没年（享和元年（一八〇一） ）というのも設定可能であろう。少し苦しい解釈で るが、本書が宣長没後に刊行されたとする通説と、序 が宣命体で記されているという事実を勘案すれば その たりに落ち着く になるのではなかろうか。　
この版本『おもひ草』は近世後期に一定程度、流布したと想定される。そして、近代以降は版本を底本として、以下の















































嫌いな人は要らないと言って突き返してしまうのは、見栄えが悪いものだ、 い たとこ だろう。この文のどこが問題なのか。これ 古典語の語彙を用い、正確に古典文法を操りつつ綴った作文ではあ が、いわゆる古典文学 テクストからの引用がまったくないと うことである。特定 作品を連想させるフレーズもなけ ば、下敷きにした作品のシーンもない。なぜかと えば、この場面自体が俗だからである。つまり 近世における日常を古典の語彙 文法で表現した文章なのである。そ よう シチュエーションはかつて古典文学に表現されたこと なか た。踏まえるべき古典文学 が見当たら のである。　
いま並べた両者の文体を比較すれば、問題の所在は明らかであろう。平安朝の語彙と文法を駆使し、主に平安朝の古典

































こゝにもつゆたがはで、もてあそぶよ 見えた とぞ。 る な せかいより、此国にめづ しき物ども、あまたわたしもてくる人を、まれ〳〵見るに 、なほまさりて あながちにこのめ さまな 。【語釈】○思ひ草―ナンバンギセルの異名。ハマウツボ科 一年草で、ススキなど 根に寄生し、秋 煙管 似た筒状の淡い赤紫色の花を付ける。○思ひ草は 秋の野の 尾花がもとに おふるとかや―「思ひ草」は秋の野の尾花の下に生えるとうことだ。 「道のべの尾花が下の思ひ草今さらさらに何 思は 」 （万葉集・巻十・二二七〇・作者未詳） 、 「秋 野の尾花にまじり咲く の色にや恋ひむ逢ふよしをなみ」 （古今集・恋一・四九七・読人不知） 。○またはこ けふり―「 ばこ」を編み入れる。○其名にたぐふ心ちして―「思ひ草 という名前にふ わしい気が て。○室のやし ―下野国の歌枕古来、煙が立つ場所として有名。 「下野や室 八島に立つ煙思ひ り も今こそは知れ」 （古今六帖・第三・一九一〇）○こがれつゝ―恋い焦がれる意 、タバコの火に焦げる意を響 せる。○ 口のはにのみ かゝ ―人の噂の種になるの意に、タバコが人の口に入る意 掛 「のみ」は強意の副助詞であるが、 「喫み」を響かせる。○いひけ れても―悪口を言われてもの意 、 「火消たれて」を編み込む。○おも いれて― い入れを持っての意に、 「火入れて を編み込む。○もゆるけしきは いぶきの山の―「灰吹き」を編み込む。灰吹きとは タバコの吸い殻を吹き落 すための竹筒。ただし、歴史的仮名遣い 「はひぶき」 。 いぶき 山 さしも 伊 山 近江国・美濃国 歌枕。古来、薬草の産地
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こといひたるに、きよげなる女の、あは〳〵しげに い て なめげに しおきた 、さるがふこ
ンどいひあざれた
る、い おかし。【語釈】○鶯の、谷より出し初声―鶯が谷から出て発するはじめての鳴き声。 「鶯の谷より出づる声なくは春来るこ を誰か知らまし」 （古今集・春上・一四・大江千里） 。○けしきばみ―花が咲く兆しが見えて。 「梅はけし ばみほほ笑みわたれる、とりわきて見ゆ」 （源氏物語・末摘花） 。○梅は今をさかりにて、 ほひ かすむ大空―梅は今を盛りと咲いて、その匂いで霞む大空。 「大空は梅のにほひに霞みつつ曇りもはてぬ春の夜の月」 （新古今集・春上・四〇・藤原定家） 。○あ れ
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○有明の比―有明の月が空に掛かる頃。月の下旬。○ものへまかる―あるところへ行く。○夜をこめて―夜が明けないうちに。 「夜をこめて鳥の空音ははかるともよに逢坂の関は許さじ」 （後拾遺集・雑二・九四〇・清少納言、百人一首） 。○やう〳〵、東の山ぎはあかりて、しらみゆく―ようやく東の山際が明るくなって白んでいく。 「春は曙。やうやう白くなりゆく、山ぎは少し明かりて紫だちたる雲の細 たなびきたる」 （枕草子・春は曙） 。○をり〳〵にうちてたく火のけふりあらば―機会があるごとに、 の火打 石を打って煙が立ったならば。 「をりをりに打ちてたく火のけぶりあらば心さすがをしのべとぞ思ふ」 （後撰集・離別・一三〇四・紀貫之）の上句。○貫之―紀貫之。○きりいでつゝ―火を熾しては。○とぶ火のひかりを 野守がいほ は、 やしと出てや るらむ―飛火野 烽火を野守は庵の中から奇怪だと思って、外に出て見るだろう 。 「春日野の飛火 野守出でて見よいまいく日ありて若菜摘みてむ」 （古今集・春上・一八・読人不知） 。○思ふさまならぬに、火のきえぬる―思う存分タバコを味わったわけではないのに、火が消えてしまう。（四） 〈秋の景色とタバコの煙〉　
ふみ分てこし跡だになき、庭の荻はら、ことゝふものは、風のみにて、いとゞ、身にしみつゝ、色みえぬ人の心は、木
の葉と共にうつろひゆく、秋の夕暮、いまさら まつとはなき物から、う し れた 浅茅が末 、露 そこよ 、心ぼそう鳴
キいでたるまつ虫も、誰をかと思へば、人わろくなみだのこぼるゝも、つゝましくて、まぎるゝかたもやと、手ずさ
みのや に、かいつぐ手つき、いとなよゝかにて、打みじろくさまも、らうたしや。風にふかれて、 こさまにたちのぼる、煙 行ゑも つく〴〵とうち詠められて、あはれ つ きかたにも、吹つたへて がな。さらば、人しれぬ 我おもひも、空にしるくや見ゆらんと、思ふも、中々 心のもよほしならめ。【語釈】
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○ふみ分てこし跡だになき、庭の荻原―踏み分けてやって来た足跡さえもない庭の荻原。 「形見とてほの踏み分けし跡もなし来しは昔の庭の荻原」 （新古今集・恋四・一二八九・藤原保季） 。○ことゝふものは、風のみに ―訪れるものは風ばかりで。 「ひぐらしの鳴く山里の夕暮れは風よりほかにとふ人もなし」 （古今集・秋上・二〇五・読人不知） 。○いとゞ、身にしみつゝ─普段よりいっそう身にしみつつ。 「風の音の身にしむばかり聞ゆるはわが身に秋や近くなるらむ」 （後拾遺集・恋二・七〇八・読人不知） 。○色みえぬ人の心は、木 葉と共 うつろひゆく―目に見えない人 心は木 葉が散るとのともに移りゆく。 「色 えでうつろふものは世の中の人の心 花 ぞありける」 （古今集・恋五・七九七・小野小町） 、 「秋風 山の木の葉のうつろへば人の心もいかがとぞ思ふ
. 」 （古今集・恋四・七一四・素性） 。○まつとはなき物か







たるは、引はなちても、すてまほし。【語釈】○ふつゝかに、ふとり過たる、げ をのこ―不格好なまでに太りすぎた下賤の男。○顔にくさげなる―顔がいかにも醜い。 「顔にくさげなる人にも立ちまじり 」 （徒然草・一段） 。○くつろかにうちあをぎ― つろいだ様子で上を向いて（扇を使って） 。○ひげ、かいなでゝくはへゐたる―髯を掻き撫でながらタバコを銜えて座っている。○引はなちても、すてまほし―タバコを取りあげて捨ててし いたい。（六） 〈来客にタバコを勧める〉　
かりそめに物したるまらうどにも、すべてとりあへず、まづいだすものなるを、すかぬは、やうなしとてかへしたる、
















したるに、ふと目さめぬれば、かたしけるかたの、あせにしめらひて、いとゞ物むつか く、あつさ所せ を、めす〳〵、引よせて、火たづぬるも、あ がち りや。今ぞすこし 庭の梢もうちそよぐほど也。【語釈】○水無月廿よ日―六月下旬。夏の終わり。○夕風まちつ る程―夕風が吹く を待ちうける間 ○のきちかう、うたゝね
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したるに―軒近くの縁側で転た寝をしている時に。○かたしけるかた―独り寝をした肩。 「さむしろに衣かたしき今宵もや我を待つらむ宇治の橋姫」 （古今集・恋四・六八九・読人不知） 。○いとゞ物むつかしく―先ほどよりもいっそう気持ち悪く。○あつさ所せきを―身の置き所がないほど暑いが。 「六月にもなりぬ。暑さ所せきにもまづ、去年のこのころは、こともなく御心地よげに遊ばせたまひて」 （讃岐典侍日記） めする〳〵、引きよせて― い目が煙草を追い、 れを引き寄せて。○火たづぬ も、あながちなりや―火打ちをさがすのもせっかちであるなあ ○庭の梢もうちそよぐほど―（秋風が吹いて）庭の梢もそよぐ時期。（九） 〈疎遠な人のもとでの喫煙〉　
あまり、したしくもあらぬ人のもとにて、物がたりし、例のいだしをきたるとかくして時うつり火もしろきはいがちに





































































○あら〳〵しう吹しをりし嵐も、なごりなくのどまりて―荒々しく吹いて草木をしおれさせた嵐も跡形もなく静かになって。 木の本にくちのこる落葉―木の下で朽ち果てることなく残る落葉。○あさ霜ながらの氷にうづ れ―朝降りた霜のままの氷に埋もれて。○空さへ雪げにうちくも ぬる夕ぐれ―空までもが今にも雪が降りそうに曇る夕暮。 「空は ほ霞みもやらず風さえて雪げに曇る春の夜の月」 （新古今集・春上・二三・藤原良経） 。○やゝちりくる花にぞ、〽春のとなりのちかければと―少し散りかかる花に対して、春がすぐ隣まで来ているのでと。 「冬ながら春の隣の近ければ中垣よりぞ花は散りける」 （古今集・雑体・一〇二一・清原深養父） 。○ねぐらにかへるゆふ らすの、三つ四つ二つなきわ る―「烏の寝どころへ行く て、三つ四つ、二つ三つなど飛び急ぐさへあはれなり」 （枕草子・春は曙） 。○や 水のほそうて残りたる―庭園には遣水が細い流れながらも残っている。○庭に跡をも、いかゞはいとひあへむ―慈円歌を踏まえて、庭の雪に自分の足跡を付 て、訪問客が ったと擬装する を うして嫌がるのかわからない。 「庭の雪にわが跡つけて出でつるを訪はれにけりと人や見る む」 （新古今集・冬・六七九・慈円） 。○そも何ばか の心ざしにてかは、かゝる雪もよに、物する人のあらん―そもそ どういった了簡で、このような 降る中にやって来る人が るのだろうか うむじゐるをりしも―うんざりしていた折 折。○袖うちはらふ―袖に掛かった雪を払う 客人の行為。○はしちか たち出つゝ―廂のそばまで出て立って。○なら ぬ夜のありき―慣 ない夜 外出。○ れの音―降り積もった雪 重みで木の枝が折れる音。 「明けやらぬ寝覚めの床に聞ゆなり籬の竹の雪の下折れ」
( 新古今集・冬・六六七・藤原範兼
) 。○れい
のけふりは、今さら いひたてずとも、空にしるべし―例 タバコ 煙は今さら言 出さなくても、それとなくわか であろう。 「唐衣うつ声聞けば月清みまだ ぬ人を空 知るかな」 （新勅撰集・秋下 三二三 紀貫之） 。○長ゐのうら―摂津国の歌枕 ここ 長く留まってい こと。 「霜冴えて夜も長居の浦寒み明けやらずとや千鳥鳴くらむ」 （千載集・冬・四二七・法印静賢） 。○下部―卑役の雑人。○海士のすむ里 しるべ 小町歌 より、 「恨みん」の意。 「海人の住む里 し
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て、いつも、ふるめかしきかた のみ、まもりゐ るも、折にふれ、所によりては、さはいへど、はへなきわざなり。只なにとなく、お らかに、なつ しう きよげなるを、あるにまかせて もたまほし。さりとて、ひたぶるにえんだち、なまめきたるも 女な
ンどはさもあらめ、いとをこがましく見ゆるぞかし。かうやうのすき〴〵しさも、わかき程は、つみ













若人 かうどさへ、えあらず。まして、ひと つれ〴〵に、あかしくらすらん おひ人の、身をさらぬ友とした は、こと
はりにこそ。相
ヒ思ふと、もろこし人の名づけゝむも、げにさることぞかし。
【語釈】○いふかひなく、年まかりいり侍りては―不甲斐なくも年を取ってしまってからは。○をのづから人に心をおかれ―自然と他の人に気を使ってし って。○うちいでむとおぼしき事も、つゝま く―口にしようと思ったこともつい言わないで済まし。 ひが〳〵しき心―人をひがむ気持ち。○おのづから所せきも になりゆき―自然と窮屈な気持ちになっていき。○うたて おきなやと、うちあばめはれ―厄介な老人 とさげすまれ。○ じらひふればふ人―交流し、関わり合を持つ人。 「ことさらにも、かの御あたりにふ ばはせむに、などか覚えの劣 む」 （源氏物語・行幸） 。○きせ かきのごひ、みがきなど つゝ、のみゐる―煙管の汚れを拭き取り、磨きなどしてばかりいる。○えあ ず―並一通り はない。○ とり れ〴〵に、あかしくらすらん、お 人―独りで暇を持てあま て生活す ような老人。○身をさらぬ友としたるは、こ わりにこそ―タバコを肌身離さぬ友としたことは道理 ある。○相思ふ―たばこの異名を相思草 いう。
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〴〵 りし世にも、か る物ありてましかばと覚ゆ。【語釈】○世ばなれ、物すごき、み山のおく―俗世間から離れ、ひどく物寂しい深山の奥。○すめば、年月を さねて、すむ物―住めば都の諺のように、慣れれば長く住むことができる。○花もみぢうつればかはる、折ふしのさびしさ―花や紅葉が散ると変わる折々の寂しさ。 「見渡せ 花も紅葉もなかりけり浦の苫屋の秋の夕暮」 （新古今集・秋下・三六三・藤原定家） 。○霧にしをるゝ、槇の下露―霧に濡れしおれた真木から滴り落ちる露 さびしさはみ山の秋 朝ぐもり霧に をるる槇の下露」 （新古今集・秋下・四九二・後鳥羽天皇） 。○松 みの ほろ〳〵と落る―松の実がぼろぼろと落ちる。 「ほろほろと落ち乱るる木の葉 露 散りかかるもいと冷や に」 （源氏物語・橋姫） 。○〽金炉烟靄―金の香炉から出る靄
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ような煙。高価な煙草の贅沢な喫みかた。 「金炉烟靄微、銀釭残影灰」 （長孫佐輔「幽思」 ） 。
 ○何となく、はかなげにを
よびにすへて、めぐらしゐたる―何となくはかなげにタバコを指にはさんで回している。○源氏の君の、須磨の御うつろひ―源氏物語・須磨巻で、光源氏が都を離れ、一人須磨の地で流離の生活を強いられたこと 御つれ〴〵なりし世―手持ち無沙汰であった時期。 「須磨には、年返りて日長くつれづれなるに、植ゑし若木の桜ほのかに咲き初めて、空のけしきうららかなるに、よろづのこと思 出でられて、うち泣きたまふ折多かり」 （源氏物語・須磨） かゝる物ありてまかば―タバコがあったならば、どんなにか充実した生活を送ることができたであろうに。（十五） 〈煙管を用いた即興演奏〉　
はなやかに、今やううたひ、いとなつかしうひきすましたる、物のねに、きゝゐる人も、おのづから時どき声うちそ

















かや。又人めをつゝみ 色にもいでゞ わりなき恋をするがなるふじの煙の、くゆ わび、空に えなむ 思ひの程をも、 ゝるたよりに、人づてな で さながら、ほ めか 出るわざも ありとかや。【語釈】○ふたよ三夜、よがれしとこの、うらみもちりも まだつもる はなけれど―二晩三晩男の通い婚が途絶えた床の恨みも塵も、まだ積 るというわけではないけれど 。 「ひと夜とて夜離れし床のさむしろにやがても塵のつもりぬるかな」 （千載集・恋四・八八〇・讃岐） 。○大ぬさのひくてや、よそに―大祓の大幣のように引く手はほかの人な か。 「大幣の引く手あまたになりぬれば思へどえこそ頼まざりけれ」 （古今集・恋四・七〇六・読人不知） 。○かこちつづくる言のは―恨み言を言い続ける和歌。○つゐのよるせ―最後 寄りつく瀬。 「大幣 名にこそ立てれ流れてもつひに寄る瀬はあ といふものを」 （古今集・恋四・七〇七・在原業平） 。○かたみにぬらす、袖のうら―お互いに涙を流して濡らす袖 裏地。 「うら」は「浦 を掛けて「末の松山」の縁語。 「契りきなかた に袖をしぼ つつ末 松山波越さじとは」 （後拾遺集・恋
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四・七七〇・清原元輔、百人一首） 。○たくものけふり―藻塩を焼く煙。 「五月雨はたく藻のけぶりうちしめり潮たれまさる須磨の浦人」 （千載集・夏・一八三・藤原俊成） 。○枕より外にもらさぬ、むつ物がたり―枕以外には外に洩らすことのない寝物語。 「枕よりまた知る人もなき恋を涙せきあへずもらしつるかな」 （古今集・恋三・六七〇・平貞文） 。○鐘の音も、暁ちかく、つげわたせど―明け六つの鐘が夜明けを知らせるけれども。○つきぬ契り―名残の尽きない約束。○有明の、つれ き空―有明の月が平気で掛かっている空。 「有明のつれなく見えし別れより暁ばかりうきものはなし」 （古今集・恋三・六二五・壬生忠岑、百人一首） 。○〽あしたの霜のと、打ちずじ―朝の露が置 ように、起きて出て行く なら、と朗詠し。 「君に今朝あしたの霜のおきていなば恋しきことに消えやわたらむ」 （古今集仮名序） 。○海士のもしほ火、またたきそめ―海士が藻塩を焼く火を焚き始めて 「 びかじな海士 藻塩火焚き初めて煙は空にくゆ わぶとも」（新古今集・恋二・一〇八 ・藤原定家） 。○をよびして けし ばかり、かいのごひ―指でほんの少しだけ拭き取り。○入かたの月かげ、さとく りたるは 西に沈む月の光がタバコの煙でさっ 曇っている は。 「床の上に、夜深き空も見ゆ。 り方 影すごく見ゆるに「ただ是れ西に行くなり」と、
 独りごちたまひて」 （源氏物語・須磨） 。○人めをつゝ
み―人目を避けて。 「人目をば包むと思ふ 堰きかねて袖にあ るは涙 りけり」 （千載集・恋一・六九七・藤原宗家） 。○色にもいでゞ―心の内を表に出すこともなく。 「忍ぶれどいろに出 に りわが恋は物や思ふと人の問ふまで」 （拾遺集・恋一・六二二・平兼盛、百人一首） 。○わり き恋をするがなるふじの煙―道理に合わない恋 するに、駿河にある富士山の煙を掛ける。 「 をぞわりなきもの 思ひぬ 見るものからや恋しか べき」 （古今集・ 四・六八五・清原深養父） 、 「人知れぬ思ひをつねにするがなる富士 山こそわ 身なりけれ」 （古今集・恋一 五三四 読人不知 煙の、くゆりわび―煙がくすぶり、燃えか て。 「なびかじな海士の藻塩火焚き初めて煙は空にくゆりわぶとも」 （新古今集・恋二・一〇八二・藤原定家） 。○空にきえなむ、思ひの程―空に消えてしまうような思い。 「風に びく富士 煙 空に消え
─ 60 ─
本居宣長『おもひ草』の研究（田中）

















すてたるに、なほ立のぼる煙は みな人の、いとふわざなり。やにと いふ物の、口にいりきて ひたいにしはよせた








































































〴〵に、なだゝるたぐひおほく、お づからその品かはり、はた匂ひよりはじめて、色ことに、あぢはひ同じ物ならず。よきはよく あしきはあしくて、いとようけぢめ分 ゝものなり。【語釈】○あやしの山がつども―下賤な樵夫。 「あやしのしづ山がつのしわざも、言ひ出でつればおもしろく」 （徒然草・十四
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りきせるとうで、あつごえたるたばこいれより、ひねりいだし、こち〳〵しう、おしつぎて、くゝみつゝ、かしらかたふけて、火うちひらめかし、口つきおかしげに、のみゐたる。はては 火けたじとて 手のうちにたゝきあけて あつければ、まろばしながら、又 い ぎたるこそ、いそがはしく見えし。又木の道の くみ、さらぬよろづのなりはひにも、身をつとめこうじにた 、しばしやすまむとては かの一服を したまちつゝ ゝもと、しはてゝな
ンど、たのしみはげむ




























つけおしへられて、あはてふためき、ひろひす たる。かた らいたく すゞろにおかし。【語釈】○人につかは るわ はの まだゆるさ ぬ程―使用人の少年で、 だタバコを喫むこと 許されない年齢で。○わりなくこのみて―タバコを偏愛 。○使の道など、し 人のがり かくろへつゝ―お使いの途次、知人の許に隠れては。○とみの事いひ やりた 折―火急 報せを遣わす時。○こりずま 、あまのもしほ火―懲りずに点けたタバコの煙。 「こ
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げに、きせるあかつき、とゞこほりがちなるは、にくゝさへぞある らゝかにみがきな て、きよげなるは 一きは、のむ心ちもよし。かゝりとて、あまり心をいれて、ちりもゐ せじと、もてあがめたるも、是のみにや、暮すらんと、心づきなし。火のいくたびもきえたる、いとむつかし。 いふきこぼしたる あさましさは、えも はず。【語釈】○朝まだき霜、よのなごり―朝早く昨晩の霜の余波で。○かしらさしいづべくも らぬに―外に頭を出すこともで なので。 「頭さし出づべくもあらぬ空の乱れに、出で立ち参る人もなし」 （源氏物語・明石） 。○ ゞやかなるわらはべの、
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る。安永二年（一七七三）以前に入門する（ 『授業門人姓名録』 ） 。安永四年（一七七五）は常雄、十九歳。なお、常雄は「格別出精厚志」 （寛政五年十一月九日付千家俊信宛宣長書簡）三十二名にも名を連ねる。【注】（１） 『本居宣長稿本全集』第一輯（博文館、大正十一年）所収。（２） 『本居宣長全集』第十六巻（筑摩書房、昭和四十九年）以下、宣長の文は同全集による。（３）伊藤東涯『秉燭譚』は『日本随筆大成』一―十一（吉川弘文館、昭和五十年）に収録される。（４） 『在京日記』宝暦六年十一月十七日条。（５）拙著『本居宣長の大東亜戦争 （ぺりかん社、平成二 年）および『国学史再考―のぞきからくり本居宣長 （新典社、平成二
十四年）参照。





ancient and contemporary times] or the Genji monogatari  [Tale of Genji ] , 
and while the text was written in the classical style of elegant ancient 
Japanese literature, when depicting the tobacco itself, he described it using 
colloquial expressions from the early modern period. Above all, we should 
note that the colloquial writing style he used at this time would be used by 
him in his later discussions and articles, and we can surmise that the 
acquisition of the versatile colloquial style was an important precursor for his 
activities as a scholar of national learning ( kokugaku ) .
keywords：Motoori Norinaga    Omoigusa  (Obanagamoto )   textual research 
textual annotation  Goyouin Bunkozohon  at Kogakkan University
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Koji  Tanaka
Abstract
Among specialists, the fact that Motoori Norinaga was a tobacco lover is 
well-known. Tobacco was his constant companion from his 20s, when he went 
to Kyoto for medical training, until the final years of his life. As a scholar, 
Norinaga not only smoked tobacco, but he absorbed knowledge of it from 
Chinese books, and he recorded this in the form of notes. When he was 24, 
out of his deep affection for tobacco, he composed a work of literary jottings 
(zuihitsu ) called Omoigusa [Grasses of meditation] (also known as 
Obanagamoto  [Sources of Japanese pampas grasses] ).
   This paper on Omoigusa  presents the results of an investigation of extant 
sources, and through textual criticism and revisions of the content, it aims to 
provide annotations to the text.  First, the results of an investigation of each 
version has shown that, as a rule, manuscripts carried the title of 
Obanagamoto  and printed versions were titled as Omoigusa . Second, the 
content of the original text has been found to have been best retained in the 
manuscript versions, and this essay has concluded that it is therefore 
appropriate to treat the Obanagamoto  text held at Kogakkan University in 
the Goyouin Collection as a source text. Third, the process of annotating this 
text has revealed that Norinaga had already acquired in his 20s most of his 
skill with written Japanese expressions from purely Japanese passages, and 
this paper establishes that he was able to freely use this skill to compose 
various kinds of sentences. In describing scenes or depicting emotion, he 
drew on the literary classics such as the Kokin wakashu  [Collected poems of 
